
◇ウクライナのための祈り
いの

正義と平和の神よ、
せい ぎ へい わ かみ

わたしたちは今日、ウクライナの人々のために祈り
き ょ う ひとびと いの

ます。

またわたしたちは平和のために、そして武器が置か
へい わ ぶ き お

れますよう祈ります。
いの

明日を恐れるすべての人々に、あなたの慰めの霊
あ す おそ ひとびと なぐさ れい

が寄り添ってくださいますように。
よ そ

平和や戦争を支配する力を持つ人々が、知恵と見
へい わ せんそう し はい ちから も ひとびと ち え けん

識と思いやりによって、み旨に適う決断へと導かれ
しき おも むね かな けつだん みちび

ますように。

そして何よりも、危険にさらされ、恐怖の中にいる
なに き けん きょう ふ なか

あなたの大切な子どもたちを、あなたが抱き守って
たいせつ こ いだ まも

くださいますように。

平和の君、主イエス・キリストによってお願いいたし
へい わ きみ しゅ ねが

ます。

アーメン

提供：ジャスティン・ウェルビー カンタベリー大主教

スティーブン・コットレル ヨーク大主教 この 8月、チャペルでは、「広島・長崎への原爆投下、敗戦
を想起し、世界の隅々にまで平和が実現することを願って」

祈ります。

日本は今年戦後 77 年を迎えます。その 77 年という歩み
は二度と過去の過ちを繰り返さないことを誓う歩みでした。

しかし、ロシア軍のウクライナ侵攻により、一気に世界間の軍

事的緊張が高まり、日本でも憲法改正、軍事力の強化、また

核兵器を自国の領土に保管できる核シェアリングの模索が

急速に進められるに至っています。

過去の戦争で犠牲になった人びとに想いを馳せ、再び、

過ちを犯さないことを、今、わたしたちは互いに誓い合う必

要を思います。どうか、あなたの祈りを重ねてください。わた

したちが暮らす、この世界が愛と平和と正義に満ちたところ

であるために。
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「 1945年の広島（ 8月 6日）・
ねん ひろし ま

長崎（ 8月 9日）への原爆投下を覚えて」
ながさき げんばく と う か おぼ

すべて世にある人、また世を去った人の父なる全能
よ ひと よ さ ひと ちち ぜんのう

の神よ、戦争によって 命 を失った人びと、ことに
かみ せんそう いのち うしな ひと

広島・長崎に落とされた原爆によって、命を奪われ
ひろしま ながさき お げんばく いのち うば

た人びとの死を悼み、その 魂 を主の憐れみのみ手
ひと し いた たましい しゅ あわ て

にゆだねます。どうか、わたしたちがその犠牲を忘
ぎ せ い わす

れることなく、今も、悲しむ者を慰め助け、傷つき傷
いま かな もの なぐさ たす きず いた

む者に寄り添い、ともに主による平和を追い求める
もの よ そ しゅ へ い わ お もと

ことができるように、歩むべき道をお示しください。
あゆ みち しめ

救い主イエス・キリストによってお願いいたします。
すく ぬし ねが

アーメン

「今もなお､原爆の後遺症におびえ、
いま げんばく こ う い し ょ う

苦しむ人びとを覚えて」
く る ひと おぼ

愛と命 の 源 である主よ、今もなお、被爆者とし
あい いのち みなもと しゅ いま ひ ば く し ゃ

て、その体と心に苦しみを負う人びとを覚えてくだ
からだ こころ くる お ひと おぼ

さい。慈しみをもって、この人びとに主のみ顔を向
いつく ひと しゅ かお む

け、慈しみ深いみ手をもって、癒やしと励ましをお
いつく ふか て い はげ

与えください。主イエス・キリストによってお願いい
あた しゅ ねが

たします。アーメン

「核兵器廃絶と平和を求めて」
か く へ い きはいぜつ へ い わ もと

愛の神よ、わたしたちは原子爆弾が如何に恐ろしい
あい かみ げ ん し ばくだん い か おそ

殺戮兵器であるかを知っています。どうか、すべて
さつり く へ い き し

の人が武力によっては平和が実現しないことを
ひと ぶ り ょ く へ い わ じつげん

歴史から学び、核兵器廃絶へと導いてください。そ
れ き し まな か く へ い きはいぜつ みちび

して、すべての人の心に平和を愛するまことの愛を
ひと こころ へ い わ あい あい

燃やし、互いに信頼し合うことによって平和を実現
も たが しんらい あ へ い わ じつげん

させてください。主イエス・キリストによってお願い
しゅ ねが

いたします。アーメン

「敗戦 77年を覚えて」
はいせん ねん おぼ

真理と平和の 源 である全能の神よ、アジア・
し ん り へ い わ みなもと ぜんのう かみ

太平洋戦争終結から 77 年を迎えたわたしたちが、
たいへいようせんそうしゅうけつ ねん むか

過去の歴史から目をそむけず、今も地上の平和を
か こ れ き し め いま ちじ ょ う へ い わ

脅かし、あなたの似姿に創造された一人ひとりの
おびや に すがた そうぞう ひ と り

命と尊厳を奪い去るあらゆる戦争や暴力に対して
いのち そんげん うば さ せんそう ぼうりょく たい

目を開き、戦争のもととなる人間の憎悪、妬み、
め ひら せんそう にんげん ぞ う お ねた

不信を取り去り、互いに友としての交わりに生きる
ふ し ん と さ たが とも まじ い

ことができるようにしてください。主イエス・キリスト
しゅ

によってお願いいたします。アーメン
ねが

「 77年前の戦争のすべての犠牲者を覚えて」
ねんまえ せんそう ぎ せいし ゃ おぼ

すべての 命 を祝福される神よ、アジア・太平洋
いのち しゅく ふく かみ たいへいよう

戦争により犠牲となり世を去った人びと、ことにアジ
せんそう ぎ せ い よ さ ひと

ア諸国の人びとの 魂 をあなたのみ手で抱き、平安
し ょ こ く ひと たましい て いだ へいあん

を与えてください。失われた命を前に、わたしたち
あた うしな いのち まえ

は、深い悔いをもって、二度と過ちを繰り返さない
ふか く に ど あやま く かえ

ことを誓います。どうか主よ、今もなお戦争、分裂、
ちか しゅ いま せんそう ぶんれつ

争いの絶えないこの世界を顧みて、主の正しい支
あらそ た せ か い かえり しゅ ただ し

配と審きを明らかにし、主に背いて行っているすべ
はい さば あき しゅ そむ おこな

ての争いを悔い改めさせ、ともに主の平和と救い
あらそ く あらた しゅ へ い わ すく

にあずかることができるようにしてください。主イエ
しゅ

ス・キリストによってお願いいたします。アーメン
ねが

「平和の祈り（アシジの聖フランシスの祈り）」
へい わ いの

主よ、わたしたちを平和の器にしてください
しゅ へ い わ うつわ

憎しみのあるところに愛を、
にく あい

争いのあるところに和解を、
あらそ わ かい

分裂のあるところに一致を、
ぶんれつ いっ ち

疑いのあるところに信仰を、
うたが しんこう

誤りのあるところに真理を、
あやま しん り

絶望のあるところに希望を、
ぜつぼう き ぼう

暗闇に光を、
くらやみ ひかり

悲しみのあるところに喜びをもたらす者としてくだ
かな よろこ もの

さい

主よ、慰められるよりも慰めることを、
しゅ なぐさ なぐさ

理解されるよりも理解することを、
り か い り か い

愛されるよりも愛することを、
あい あい

わたしたちに求めさせてください
もと

なぜならわたしたちは、与えることによって与えられ
あた あた

赦すことによって赦され、
ゆる ゆる

命を献げることによって、
いのち ささ

永遠の命に生きる者とされるからです アーメン
えいえん いのち い もの


